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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

問 農林課　☎０５０（３３８１）５０６０

●少子・高齢時代に強い積立方式の年金！

●手厚い政策支援！保険料に国庫補助も！

●支払った保険料は全額社会保険料控除！

※終身年金なのに、80歳までの保証つき

※一定の要件を満たす方に月額最高１万円、通算すると最大216
　万円の国庫補助があります。

※公的年金ならではの税制上の優遇措置。（例えば月額２万円を
掛けた場合、15％の税率の場合で３万６千円が控除されます）

※この試算は、65歳までの付利利率が2.30％、
65歳以降の予定利率が1.40％となった場合の試
算です。率の変動により、実際に受け取る金額
は変わります。

▼農業者年金のメリット

農業者年金の試算額

50歳 10年
男性

女性

15万円
13万円

23万円
20万円

40歳 20年
男性

女性

35万円
30万円

52万円
45万円

30歳 30年
男性

女性

59万円
51万円

88万円
76万円

20歳 40年
男性

性別 保険料2万円
試　算　額

保険料3万円
加 入
年 齢

納 付
期 間

女性

89万円
77万円

134万円
116万円

農業者年金は老後生活をがっちりサポート。
余裕ある老後のためにもぜひ加入しましょう！

農業者の皆さん‼ 老後の備えは万全ですか？
問 農業委員会事務局　☎０５０（３３８１）５０９０
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お 農林課　☎０５０（３３８１）５０６０

お 第10回全国和牛能力共進会 長崎県実行委員会事務局
　 ☎０９５（８９４）３８０６

１年前プレイベント

会場：島原復興アリーナ
※会場では、長崎和牛のプレゼントも予定しています（抽選）。

日時：10月29日㈯
午前11時～午後５時

お 農林課　☎０５０（３３８１）５０６０

　害鳥防止のための爆音機に対する苦情が増えています。
付近の住民に迷惑が掛からないよう、注意して使用しま
しょう。

①住宅から200ｍ未満の位置（直線換算）では使用し
ない。
②早朝、夜間は使用しない。
③爆音機に替わる防止対策（防鳥ネットなど）の活用
に努める。

爆音機の利用は、ルールを守り、適正に！

　農林課では、農林業関係の事業をお知らせしたり、
病害虫や家畜伝染病の発生情報などを配信するメール
マガジンの発行を計画しています。
　刻一刻と変わる農業の情報をタイムリーにお届け。
市内の農業者、農業法人などで、配信を希望する場合は、
件名を「メールマガジン希望」とし、氏名（法人名など）、
住所を明記したメールを送信ください。

●送信先
　nourin-nousei@city.minamishimabara.lg.jp
※情報配信の開始は平成24年１月を予定しています。携帯電話へ
　の配信は予定していません。あらかじめご了承ください。
　詳細は、お問い合わせください。

ー５年に１度の『和牛の祭典』来年10月長崎県で開催ー
　来年10月25日から29日の５日間、島原会場を含む
長崎県内３会場で、「全国和牛能力共進会」が開催され
ます。『和牛の祭典inながさき」と銘打ち行われるこの
イベントは、日本の和牛の頂点を決める共進会で、５年
に１度行われます。
　今回は長崎県で開催。この結果が、地域の和牛ブラン
ドの地位を左右するだけに、長崎県でも上位入賞に向け、
牛の育成に取り組んでいます。

ー１年前プレイベントを開催！ー
　この「和牛の祭典in長崎」の開催１年前を記念して、
プレイベントを開催します。長崎和牛の試食会やステー
ジイベントなど盛りだくさん。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

農林関係のメールマガジンをスタートします
～登録希望者募集～


